
 本日、静岡県立大学に入学された 学部生 670 名、短期大学部生

110 名、大学院生 129 名の皆さん、入学まことにおめでとうございま

す。静岡県立大学の教員、職員、役員を代表して、皆さんを歓迎しま

す。皆さんご自身の努力に敬意を表しますとともに、これまで皆さん

を支えてこられたご家族はじめ関係者の皆様に、心からお慶び申し

上げます。 

 

 また、鈴木康友静岡県知事、中田次城静岡県議会副議長をはじめ、

ご来賓の皆様には、ご多忙の折にもかかわらずご列席を賜り、厚く御

礼申しあげます。 

 

 高校を卒業して大学に入ると、学習の仕方が大きく変わります。新

入生の皆さんは、最初戸惑うことがあるかも知れません。その理由の

一つは、大学では「答え合わせのできない問題に挑戦する」からだと

思います。高校までの学習では、はっきりとした正解があり、答え合

わせができます。しかし、大学の学習では、答え合わせができないこ

とが増えていきます。究極な状況はと言えば、まだだれも正解を知ら

ない問題に挑戦することです。別の言葉で言うと、「研究」です。高

校までの学習になじんでいる人のなかには、大学の講義内容を曖昧

だと感じる人が多いかもしれません。それは、議論の余地がある内容

を大学の教育では扱っていることを意味しているからです。 

 

 大学の卒業にあたっては、「学位授与方針」を満たしたかどうかで

判定されます。これは、学部・短期大学部・大学院のそれぞれの専門

性をもとに示されています。大学のホームページから、学部・大学

院・短期大学部と表示されたページに入って、学部名などの下の「教

育方針」もしくは「教育情報の公表」のページから見ることができま

す。入学時に、これからの学習の目標を確認しておくと良いでしょ



う。大まかに言うと、卒業までに「獲得を求められている能力」とい

えます。もちろん専門的な知識や技能の習得も含まれていますが、そ

れ以外にも、広く通用するスキルがあります。 
 

 広く通用するスキル、あるいは能力の例を２つあげてみます。 

  

 一つ目は、「独立して思考する能力」です。周囲の意見を鵜呑みに

しないこと、自分の頭で考えることにあたります。もう一つは、「立

ち直る力：レジリエンス」です。これは、特に実験をともなう自然科

学系ではよくあることで、「失敗と向きあうこと」にあたります。失

敗の原因が自分の技術の不足にあるとは限りません。実験を計画し

た時点での予測が誤っていることもありますし、その時点で全く知

られていなかった、思いもよらない現象に直面している可能性もあ

ります。チャンスかもしれません。これらの能力（独立して思考する

能力、立ち直る力）を磨くことは、大学での学習においては、いつも

意識していると良いでしょう。 

 

 さて、話をもとに戻すと、研究とはそもそも何でしょうか？自然科

学系の研究の進め方を例に、まとめると、次の５点となります。 

 

1. まず、何が問題なのか、具体的な問題としてどのように取り上げ

れば良いのかを、自分で考えて整理します。 

2. 次に、問題に対する答えを得る方法を自分で考えます。 

3. 実験を自分で行ないます。 

4. 問題に対する答えを自分でまとめます。 

5. 1 から 4 について自分で発表します。発表のなかでは、必ず研究

成果の意義を主張することを忘れてはなりません。 

 



 はじめからおわりまで、すべて自分が主人公です。ただし、指導教

員や、その他の人々の意見にも耳を傾けることが必要です。さらに、

自分の研究の進捗状況や、世界の研究動向について集団で議論する

機会を、日常的に設けることが大切です。学会などの学術集会に出席

して、自分で研究発表をしたり、他の人の発表を聞いたりすることも

推奨します。 

 

 自然科学系の実験研究に限らず、実は人文社会科学系で行なわれ

る「調査」も同じ研究です。英語で言うと、両方とも investigation と

表現されます。その証拠に、社会の不正に立ち向かうために、報道機

関で行なわれている独自調査は、investigative journalism という言葉

で表現されています。日本語では、「調査報道」と呼ばれています。 

 

 さて、ここ何年かで大きく変化した学習環境として、人工知能、別

名 AI、の普及があります。調べものや、文章、画像の作成での利用

が普及してきました。研究成果のとりまとめ、例えば論文の作成で

は、原稿の作成段階から AI に依存するのには問題があり、禁止して

いる学術雑誌もあります。文章を整え校正に活用することについて

は許容度が高いですが、その場合でも、どの AI モデルを使ったのか

を明示することが求められます。さらに、画像を表示した図の作成に

ついては、禁止している学術雑誌が多いと思います。容易に、データ

の捏造につながり易いからです。過度な AI への依存は、捏造・盗作

や他人の著作権の侵害にもつながりかねないのです。 

 現在の AI は、大量のデータをあらかじめ学習させておき、利用者

の指示にそって正解となる可能性が高いテキストや画像を出力しま

す。人工知能の動作について、はっきりと分かっている人は少ない

か、もしかすると誰もいない可能性だってあります。何事も、人任せ

にしないことが大切だと思います。 



 

 さて、静岡県は温暖な気候、豊かな自然に恵まれ、多様な食文化も

あります。本学の草薙キャンパスは、緑豊かな日本平の裾野に位置し

ており、空気の澄んだ晴れた日には、キャンパスから富士山はもちろ

ん南アルプスの大無間山（だいむげんざん）、小無間山（しょうむげ

んざん）を眺めることが出来ます。林を抜けて歩いて行くと、静岡県

立美術館があります。本学の学生には、無料で観覧できる常設展に加

えて、特別展の割引もあります。小鹿キャンパスは、ここグランシッ

プからも近く、日本平の麓にあって、近くに小鹿商店街があります。

地域の方々がご家族連れで気楽に立ち寄れる場所です。 

 

 本学は、５つの学部と大学院、短期大学部を擁する総合大学で、外

国人留学生も在籍しています。４つの学部が草薙キャンパスを、看護

学部と短期大学部が小鹿キャンパスを本拠地としています。自分の

専門の学習はもとより、他の専門を学んでいる学生、外国人留学生や

地域の方々、教職員とも交流して、自ら様々な視点を獲得してくださ

い。公立大学の活動は、教育／研究とともに、地域貢献が柱となって

います。違う専門分野の人とも協力して、地域課題の解決にも関心を

持っていただくことを期待しています。 

 

 大学に入ると、やるべきことや、やりたいことがいっぱい出てくる

と思います。これから入学式の第２部として、クラブ・サークルの紹

介もあります。新入生の皆さんが、こころと身体の健康に気を配りつ

つ、有意義な学生生活を送ることを期待して、私のお祝いの言葉とし

ます。 

 

本日は まことに入学おめでとうございます。 

 



令和８年４月９日 静岡県立大学学長 今井康之 


